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教
育
長

a
①
本
年
度
も
市
内
小
学
校

で
５
校
、
昨
年
は
６
校
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
活
用
し
た
が
、
計
画
と
し
て
今

年
は
５
校
を
計
画
し
て
い
る
。
予
算

に
つ
い
て
は
、
講
師
の
謝
金
、
旅
費

が
、
原
則
的
に
無
料
で
派
遣
で
き
る

「
コ
コ
ロ
ね
っ
こ
運
動
」
サ
ポ
ー
ト
出

前
講
座
を
活
用
し
て
い
る
。

②
学
習
指
導
要
領
に
よ
る
環
境
教
育

に
か
か
わ
る
３
つ
の
視
点
に
基
づ
き

行
っ
て
い
る
。
学
校
の
よ
り
地
域
に

密
着
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
作
成
等

へ
の
指
導
を
行
い
な
が
ら
、
環
境
教

育
を
更
な
る
充
実
に
向
け
取
り
組
み

た
い
。

市
長

s
①
地
元
地
権
者
で
組
織
す
る

市
街
地
再
開
発
組
合
が
実
施
主
体
と

な
る
事
業
で
あ
る
。
市
は
、
指
導
、
助

言
を
有
す
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

②
理
事
会
を
含
め
、
準
備
組
合
と
は

何
度
か
協
議
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
具
体
的
な
提
案
が
組
合

側
か
ら
な
さ
れ
て
い
な
い
。
現
在
検

討
中
で
あ
る
。

③
基
本
的
な
考
え
方
は
承
知
し
て
い

る
が
、
具
体
的
な
検
討
を
市
と
し
て

は
行
っ
て
い
な
い
。
組
合
の
方
で
検

討
し
て
い
た
だ
い
て
、
一
緒
に
な
っ

て
考
え
て
ま
い
り
た
い
。

④
投
資
を
ど
れ
だ
け
か
け
る
か
、
そ

の
後
に
ど
う
採
算
性
を
合
わ
せ
る
か

の
中
で
、
土
地
は
、
非
常
に
大
き
な

問
題
で
あ
る
。
非
常
に
貴
重
な
御
提

案
で
あ
り
、
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。

田
崎
議
員

a
災
害
発
生
時
の
対
応
は

最
近
、
中
越
地
震
や
福
岡
西
方
沖

地
震
な
ど
予
想
外
の
地
震
が
あ
っ
た

が
本
市
で
地
震
な
ど
大
規
模
災
害
が

発
生
し
た
場
合
の
周
知
方
法
と
対
策

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

総
合
防
災
訓
練
は
い
つ
頃
の
予
定
か

s
競
艇
事
業
に
つ
い
て

競
艇
事
業
は
長
引
く
景
気
の
低
迷

や
レ
ジ
ャ
ー
の
多
様
化
等
に
よ
り
、

売
り
上
げ
が
減
少
し
、
平
成
13
年
度

か
ら
一
般
会
計
へ
繰
り
出
し
が
で
き

な
い
施
行
者
が
16
施
行
者
に
及
び
、

平
成
15
年
度
に
桐
生
市
、
光
市
な
ど

５
施
行
自
治
体
が
事
業
か
ら
撤
退
す

る
に
至
っ
て
い
る
。
本
市
の
競
艇
事

業
も
平
成
11
年
度
か
ら
赤
字
経
営
の

た
め
、
臨
時
従
事
員
の
大
幅
削
減
や

賃
金
、
一
時
金
の
カ
ッ
ト
等
を
行
い

経
費
削
減
と
売
り
上
げ
向
上
に
努
力

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
廃

業
に
追
い
込
ま
れ
る
。
モ
ー
タ
ー
ボ

ー
ト
競
走
法
の
趣
旨
は
「
海
事
思
想

の
普
及
と
地
方
自
治
体
の
財
政
改
善

に
寄
与
す
る
」
と
な
っ
て
い
る
が
、

こ
の
法
律
は
昭
和
37
年
以
降
見
直
し

が
行
わ
れ
て
い
な
い
の
で
、
早
急
に

改
正
を
行
う
よ
う
関
係
省
庁
に
働
き

か
け
、
交
納
付
金
の
軽
減
を
図
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

市
長

a
避
難
場
所
に
つ
い
て
、
機
会

あ
る
ご
と
に
広
報
お
お
む
ら
等
で
周

知
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。
避
難
場

所
は
、
耐
震
性
の
建
物
や
耐
震
補
強

を
し
た
施
設
を
確
保
し
て
い
る
。
市

民
の
避
難
誘
導
に
つ
い
て
は
、
消
防

団
や
警
察
、
消
防
署
、
市
職
員
な
ど

に
よ
り
行
い
た
い
。
地
域
防
災
計
画

で
は
、
震
度
４
が
発
生
し
た
場
合
に

は
、
災
害
警
戒
本
部
を
設
置
し
、
震

度
５
弱
で
災
害
対
策
本
部
を
設
置
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

職
員
も
当
然
災
害
状
況
に
応
じ
て
段

階
的
に
配
備
体
制
を
強
化
し
て
災
害

に
対
処
し
て
ま
い
り
た
い
。
大
村
市

総
合
防
災
訓
練
に
つ
い
て
は
、
今
年

災
害
発
生
時
の
対
応
に
つ
い
て
！

日
本
船
舶
振
興
会
等
へ
の

交
納
付
金
の
軽
減
に
つ
い
て
！

大村競艇場

子
ど
も
の
安
全
に

Ｃ
Ａ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

今
村
議
員

a
教
育
行
政
に
つ
い
て

①
Ｃ
Ａ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
子
ど
も

の
事
件
、
大
人
の
犯
罪
に
よ
る
犠
牲
、

虐
待
な
ど
の
暴
力
か
ら
自
分
を
守
る

た
め
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

県
下
の
学
校
で
実
施
で
き
る
よ
う
に

県
に
対
し
予
算
化
を
強
く
要
請
し
て

も
ら
い
た
い
。

②
「
環
境
保
全
・
環
境
教
育
推
進
に

関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
た
。
学

校
に
お
け
る
環
境
教
育
の
取
組
み
は

ど
う
か
。

s
市
街
地
再
開
発
事
業
に
つ
い
て

①
こ
の
事
業
に
お
け
る
事
業
組
合
と

市
の
関
係
の
明
示
を
。

②
市
は
公
益
施
設
の
設
置
を
断
念
し

た
。
そ
の
後
計
画
の
経
過
は
。

③
事
業
資
金
調
達
の
手
法
で
あ
る
不

動
産
の
証
券
化
は
検
討
さ
れ
た
か
。

④
事
業
費
に
土
地
代
を
反
映
さ
せ
な

い
た
め
の
以
下
の
手
法
に
つ
い
て
感

想
を
。
地
権
者
は
土
地
を
無
償
で
提

供
。
で
き
た
建
物
に
入
る
入
居
者
は

土
地
代
抜
き
の
安
い
賃
貸
料
で
入

居
。
自
治
体
は
土
地
の
固
定
資
産
税

を
地
主
に
還
付
す
る
。
地
主
は
建
物

の
賃
貸
料
と
固
定
資
産
税
相
当
額
が

収
入
に
な
る
。
自
治
体
は
住
民
税
と

建
物
の
固
定
資
産
税
を
確
保
で
き

る
。

。




